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今年の夏も厳しい暑さが続く毎日となりました。湘北の各地区では、コロナ禍で失われた夏まつり

の活気を取り戻すべく、復活 3 年目の開催に尽力を尽くしました。一部の自治会では実行委員のノウ

ハウ継承ができなくなったことと、担い手不

足により夏まつりの開催を断念してしまいま

したが、地域全体で応援、協力していきたい

ものです。今年は６年ぶりの夏まつりを開催

した松風台を紹介します。 

 

9 月 14 日(日)、松風台自治会創立 50 周年

記念イベントとして「松風台まつり」が開催

されました。出店や盆踊り等、伝統的な夏祭

の内容に加え、鶴が台中学校吹奏楽部の演

奏、そして今回はじめてキッチンカーを依頼

しました。 結果、若い家族連れが集まり大盛況に終

わりました。大勢が一堂に会することにより住民の世

代交代と若年齢化を実感し、新しい価値観に合わせて

自治会の運営も変えていく必要性を改めて認識させら

れた「松風台まつり」でした。 

 

＜松風台自治会長の挨拶＞ 

松風台自治会 50 周年、そして 6 年ぶりのまつり開

催を迎えられて本当にうれしいです。準備は大変で熱

中症対策や人手の調整に苦労しました。9 月に入った

ら毎日天気予報とにらめっこ…。様々な不安を乗り越

え、お天気にも恵まれみんなの力で無事に開催できま

した。これからも地域の絆を大切に、一緒に盛り上げ

ていきましょう！  

松風台自治会長 中島 幸 
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＜本年度活動方針＞ 

・ボランティアの増員を目指す 

・健康づくり、福祉活動など 

・各自治会の社協活動の支援 

・福祉関係団体への協力・交流 

・ボランティアセンター活動 
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各地域の夏まつり 

台風９号の影響が心配される中、7 月 31

日に臨時実行委員会が開催されウエザーニュ

ースによる進路予報（東側太平洋上を離れて

通過）と晴天予報を信じ開催が決定されまし

た。 

 まつり当日８月２日(土)は予報通り猛暑の

晴天となり数千人の来場者を迎え盛大に開催

されました。 

 香川クイズ、香川祭囃子、阿部体操グルー

プ、盆踊りと賑やかな催し、１６店舗の出店

は大人向けアルコール販売や子ども向け商品

＆ゲームと終了時間迫る中、最後まで賑わっ

ていました。 

みずきの夏まつりは夏休みの後半８月２３

日(土)、２４日(日)で開催されました。猛暑

が続く８月での開催で、運営側も参加者も、

常に熱中症に気を付けながらの開催でした。

今年は初のキッチンカーも導入して会場は盛

り上がり、来場者は過去最大となりました。 

もちろん、みずきの恒例になっています青

年ボランティアも大活躍です。彼らなくして

はみずきの夏まつりは開催できません。 

土曜日の最後には花火大会を行い、子供た

ちは友達やご家族と夜空を見上げて、一発一

発の花火に大きな歓声をあげていたのがとて

も印象的でした。 

 

香川ふれあいまつり みずき夏まつり 

鶴が台夏祭り 

鶴が台団地の夏祭りは 7 月 26 日（土）でし

た。自治会、名店街、体育振興会の合同実行

委員会主催です。近年の猛暑で日中の開催は

厳しく、時間を遅くしてなんとか対応してい

ます。救護所（緊急休憩所）を設け、ボラン

ティアの医療関係者の方に待機してもらいま

した。自治会は子ども向け模擬店と福引。名

店街ではお店の食べ物に列ができました。イ

ベント広場には体育振興会の４団体が飲み物

やかき氷、焼きそばなど出店。ステージはア

フリカン太鼓、子どものヒップホップダン

ス、フラダンス、盆踊り、休憩時に恒例にな

った線香花火大会、そしてまた盆踊りと大

盛り上がりで終了。子どもたちがノリノリ

で参加してくれたのが今年の特徴でした。 
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多年にわたり、地域のサロン活動を継

続して、地域福祉の推進に貢献されたこと

により 10 月 1 日(水)茅ヶ崎市表彰式にお

いて甘沼子育てサロン、『スウィートポテ

ト』が表彰されました。茅ヶ崎市長より直

接賞状を受け取り、感激もひとしおでし

た。日々の積み重ねが認められたことは、

スタッフ一同にとって大きな励みとなりま

した。 

 

 

本年度は、ボランティア増員を目的として『地域ボランティア入門』を開催します。第一回

目はボランティアをやっている方達の体験談を聞くという内容で実施します。二回目は実際に

ボランティアの現場に出向いて体験をしていただく内容で、二日間の講座構成になっていま

す。参加費は無料です。ぜひ、ボランティアに興味がある方はご応募ください。担当者一同、

皆様のご参加お待ちしております。 
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茅ヶ崎市から「スウィートポテト」が表彰されました 

地域ボランティア入門 ― はじめのいっぽ ― 
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今年度の湘北社協の目標は「地域ボランティアの増員」と「地震防災に関する備え」の二つを立てま

した。地域で活動するボランティアの長年の不足を補う大切な取り組みで

す。また、地震は避けられないとしても、生命と財産を守り、被害を最小

限にする大切な取り組みです。 

一つ目の目標を叶えるための手段として「地域ボランティア入門」講座

を 11 月 15 日からスタートします。二つ目の目標の地震対策はサロン活動

の中で、防災の備えとして家具の固定や消火器の購入、感震ブレーカーの

設置などを訴えていきたいと考えています。 

 

                       湘北地区社会福祉協議会会長   澄川 篤 

 

 

 

私は昨年度、地域自治会の代表副会長、及び湘北地区社会福祉協議会の副会長・理事を務めさせて

頂きました。役員を務めて初めて知ったのは、私達の日々の暮らしの背景には各地域の自治会を中心

に、子ども会、自主防災会、社会福祉協議会、消防団、防災リーダー等、沢山の市民ボランティアの

方々によって安全な暮らしが支えられているという現実です。 

しかし、ほとんどの団体が深刻な存続危機に陥っています。近年、核家族・共働き世帯が中心の時

代に変化し、地域活動を行う人材が不足しているのです。 

私は今年 2 月の市民集会にて市長へ「自治会崩壊危機」問題を提出致しました。時代が大きく変わ

った今、行政からの協力が必要不可欠と感じたからです。また、私達市民一人ひとりも、当問題につ

いて年齢や職業を超えてアイデアを出し合う時が来たのではないかと思います。「自治会崩壊危機」は

全国的に抱えてる大きな問題の１つです。ここ茅ヶ崎市から何らかの改善案が見い出せれば、全国の

参考モデルになるのではと思います。 

また、近年の物価高や国際情勢が不安定な時代だからこそ、行政、市

民、ご近所同士、皆で手を取り合い、助け合える世の中でありたいと願って

います。      

前期甘沼社協代表  大嶋 正隆 

 

 

 

 

 

 

 

  

湘北地区社会福祉協議会 
ホームページをご活用、 
ご閲覧よろしくお願いします。 

今年の夏も連日猛暑日が続き、外に出るのをためらう暑さでした。そんな暑い夏でも各

地域で真夏の行事が開催され、地域交流が盛んに行われているのが、とても印象的でした。（広報一同） 

ボランティア増員と災害への備え 
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編集後記 

自治会崩壊の危機！行政に問題提起を 
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